
国際産学連携拠点について 

国際産学連携拠点に関する検討会 

第４回会議（H27.2.13）における福島県説明資料 

資料３ 



○学術的基盤の整備と、世代を超えて様々な分野の研究者や技術者を育成することにより、浜通りの復興 
 をリードしていく体制を整備。これにより、浜通りにイノベーションを興し、新たな産業基盤を構築。 

①国際的な産学官共同研究室 

 ○ 廃炉等の技術開発には、国内外の原子力関係をはじめ 
   とする研究機関や関連産業の英知の結集が必要。 

 ○ そのためには、廃炉のみならず、廃炉を支える基礎的･ 
   基盤的な研究を実施できる共同研究室を設置し、国内 
   外の研究者を継続的に駐在させることが必要。 

 ○ 研究テーマとしては、廃炉等に特化したもののほか、 
   ロボット技術、汚染環境調査、環境回復、農林水産業 
   の復興、住民の健康確保につながる医学などが考えら 
   れる。 

③技術者研修拠点 

 ○ ３０～４０年程度と長期の作業が見込まれる廃炉に携 
   わる技術者の計画的・継続的な確保が必要。 

 ○ 福島第一原発の廃炉現場も活用しながら、国内外の 
   原子力発電所関係の技術者（運転員、指導的役割の技 
   術者等）に対し、廃炉技術に関する研修を行うことが 
   必要。 

②大学教育拠点 

 ○ 長期にわたる廃炉等の研究を支えるための人材供給･育 
   成を継続的に行う教育拠点が周辺にあることが不可欠。 

 ○ 例えば、産学官共同研究室に参画する大学や福島県内の 
   大学の教員や技術職員が駐在し、実践的な研究指導･講 
   義を行う教育拠点整備が必要。 

 ○ 参加大学（東京大、東工大、東北大など想定）が授業の共有や単 
   位互換を実施。福島県内の高等教育機関､企業とも連携。 

 ○ 福島高専や双葉郡内に開校する中高一貫のふたば未来 
   学園高校や小高商業･小高工業高校を始めとする地元の 
   教育機関とも連携。 

④情報発信拠点 

 ○ 原子力災害は、長期的な対応を余儀なくされることから、 
   世代を超えてFUKUSHIMAに心を寄せ現状を理解する人 
   材や企業を確保することは不可欠。 
 ○ そのためには、国内外の多様な世代に対し、廃炉の取組 
   や研究の動き、災害の経験・教訓･経緯などを、整理･調 
   査してまとめ､わかりやすく世界に発信することが重要。 
 ○ このことは、地震・津波・原子力災害という未曾有の 
   複合災害に見舞われ廃炉に取り組む日本の責務。 
 ○ 記録や資料の収集･保存､調査･研究､情報発信･展示､教育 
   ･交流･人材育成､地域の歴史･文化の継承の機能を有する 
   拠点が必要。 
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基礎的・基盤的研究 
 ・ロボット技術 
 ・放射線関係 
 ・環境回復など 

②大学教育拠点 
～廃炉研究等を長期的に支えるため周辺地域に不可欠な人材育成機関～ 

③技術者研修拠点 
～30年,40年程度かかる廃炉に必要な技術者の育成機関～ 

１Ｆ廃炉に向けた 
研究 

人材育成 

人材輩出 
④情報発信拠点 
～世界の英知を集める他、 
 世代を超えて人材確保 
 や育成を進める上で不 
 可欠なFUKUSHIMA 
 の情報を世界に向けて 
 発信し続ける機関～ 

 
【発信の例】 
・廃炉の取組や研究に 
 関する情報のわかり 
 やすい発信 
・地震・津波・原子力 
 災害に関する記録・ 
 資料のわかりやすい 
 展示・発信 
・地域の伝統や文化の 
 継承 

講座・講義提供 
(共同研究) 

連携 

福島高専 ふたば未来学園高 
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小高商業･小高工業高 等 



中間省略（３～９頁） 



【構想の概要】 
 ○ 原子力災害は、長期的な対応を余儀なくされることから、世代を超えてFUKUSHIMAに心を寄せ現状を理解する人材や企業を確保するこ 
   とは不可欠。 
 ○ そのためには、国内外の多様な世代に対し、廃炉の取組や研究の動き、災害の経験・教訓･経緯などを、整理･調査してまとめ､わかりや 
   すく世界に発信することが重要。 
 ○ このことは、地震・津波・原子力災害という未曾有の複合災害に見舞われ廃炉に取り組む日本の責務。 
 ○ 記録や資料の収集･保存､調査･研究､情報発信･展示､教育･交流･人材育成､地域の歴史･文化の継承の機能を有する拠点が必要。 

【施設のミッション②】記録や資料の収集・保存（資料エリア） 

 ● 散逸の抑制、後世への継承 
    →時間の経過とともに、世界初の甚大な複合災害による史上類を見ない遺構や遺物、文書・映像等 
     の保存は急務。拠点施設の有無は散逸防止に寄与。 

【施設のミッション①】情報発信・展示・交流（展示・交流エリア） 

● 世界に向けた“FUKUSHIMA”の記録と記憶、そして「現在」「未来」の発信・体験を通した継承 
  →廃炉の研究や取組の現状、原子力災害による避難の状況や県民の暮らしの実態、震災･津波災害の状況等、疑似 
   体験も含め来館者が頭で理解し肌で感じられるようにするとともに、世界に向けFUKUSHIMAの記憶と記録を 
   わかりやすく発信し、FUKUSHIMAに心を寄せ現状を理解する人材や企業を世代を超えて広げていく。 
  →広島や長崎のように、国内外から観光客や修学旅行・教育旅行・企業研修生が訪れる場となる。 

【施設のミッション③】調査・研究（研究エリア） 

 ● 第一級の収集資料に集う研究者による調査・研究・発信 
    →全世界で”FUKUSHIMA”にしかない収集資料をもとに、様々な研究が惹起されることが想定され、 
     かつ、関連する研究会やシンポジウムを通じた発信により、さらに全世界の災害研究･教育に寄与。 

広島平和記念資料館 長崎原爆資料館 人と防災未来センター（兵庫） 山古志復興交流館「おらたる」 

～国際産学連携拠点に関する検討会(第１回･H26.11.6)資料をもとに県において整理～ 

国立チェルノブイリ博物館 

（語り部） 
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東京電力福島第一原発の廃炉に向けた取組の推移を正確かつリアルタイムな現状を発信 

■事故直後の状況 ■建屋カバーの設置 ■４号機プール燃料取出し 

モックアップセンター 放射性物質・分析施設 廃炉国際共同研究ｾﾝﾀｰ 

各施設との連携･廃炉に向けた取組についても分かりやすく紹介 

廃炉ロボット開発状況の紹介 放射性物質に関する研究状況紹介 廃炉技術等に関する共同研究状況紹介 
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原発被災市町村のそれぞれの復興のあゆみ、日常生活の変化を県内外に発信 

①原子力発電所の事故 ②避難指示/立入制限 ③避難指示の解除 

①避難所でのくらし ②仮設住宅での生活 ③帰還後の生活 

震災直後 震災1~2年 震災５年後へ 

田村市都路「Domo(ど～も)」 
あづま総合体育館避難所 

原子力発電との共生 

温暖な気候を活かした農林水産業を
基幹とした豊かなくらし 

震災以前 
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アーカイブ施設への収蔵を検討すべき資料等のイメージ（原子力災害） 

資 料 等 の イ メ ー ジ （順不同） 

現
物
保
存 

画
像
・
音
声
等 

原災避難の経緯等行政文書保管 

放射能や原子力に関する本、 
雑誌の収録 

野生動物の状況 

災害対策本部設置の経緯等 

事故原発への空中放水映像 

水素爆発の映像 

農産物の出荷停止指示 

被害状況速報 

除染の状況 

県民健康管理調査の実施の経緯 

全量全袋検査等モニタリング状況 

放射線分析器の実物展示 

避難指示の経緯 

風評被害の状況(出典:NHK) 

事故収束作業、廃炉・汚染水 
対策作業の状況 

風評払拭の取組の状況 

警戒区域の看板 

賑わいの回復の状況 
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避難を余儀なくされた学校の 
再現展示 

http://hatake-eco-nuclear.blog.so-net.ne.jp/_images/blog/_33d/hatake-eco-nuclear/3gokib2.jpg
http://blog-imgs-34.fc2.com/d/e/l/deliciousicecoffee/20110409095149c0e.jpg


アーカイブ施設への収蔵を検討すべき資料等のイメージ（地震・津波災害） 

資 料 等 の イ メ ー ジ （順不同） 

現
物
保
存 

画
像
・
音
声 
等 

伝統文化の実演展示 

震災による建物破壊（富岡駅前） 

小高中心街液状化倒壊等 

震災の時刻に止まった時計 
（富岡駅周辺） 

前線基地となったJヴィレッジ 
の模型展示など 

解体新造する場合にも 
津波の到達位置表示 

県水産種苗研究所の津波破壊 

かつてにぎわい地であった海の家 
（双葉町） 

津波被災パトカー 
(再現して展示） 

請戸小学校の避難を語り継ぐ 

船等の大物は写真等で保管 

海岸には津波到達位置表示 
マンホール隆起や液状化の 
再現展示 

新地駅から乗客を警官が誘導して 
津波被災を免れた経緯 

津波で破壊された交通標識の再現 

小峰城石垣崩落等 
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南相馬萱浜で被災した子ども 
を痛んで泳ぐ鯉のぼり 

伝統のお祭りの復活の記録 
（相馬野馬追） 

防波堤等の被災及び復旧状況 

http://www.google.com/url?url=http://kn.ndl.go.jp/view/99ef01f9-dd84-41ae-b787-ad90576e6294&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=I_baVMPHOMW7mwWdxIHAAQ&ved=0CBwQ9QEwAw&sig2=F1QfeE4b9Bj2QW-bxEvkLw&usg=AFQjCNF865jAhToKaiamnVRZ4g_hzlBa1g


原子力災害に関する第一級資料をもとに研究を行う研究者への場の提供と研究成果の発信 

資料等の閲覧・貸与 研究者等による調査･研究 研究成果の発信・拡散 

人と防災未来センター（兵庫）におけるセミナー 

きおくみらい（長岡）におけるメモリアルシンポジウム 

FUKUSHIMA 
にシンパシー 
を持つ人材や 
企業の国内外 
への広がり 
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